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表現技術検定（建設ICT）初級編「建設ICT概論」

現場に密着したICTスキルの⽀援を⽬的とし、
調査・設計・施⼯から維持管理、災害対策までカバー。

表現技術検定試験委員会委員
・朝⽇理登⽒（中⽇本ロード・メンテナンス東京株式会社 代表取締役社⻑）
・杉浦伸哉⽒（株式会社⼤林組 ⽣産技術本部 先端技術企画部 技術第⼆課⻑）
・⽮吹信喜⽒（⼤阪⼤学⼤学院⼯学研究科 教授）





表現技術検定実施結果（実施⽇︓2018年10⽉26⽇）

検定受験者 68名（受講者：77名）

平均点 /満点 13.3 / 20点（最高20点 最低9点）

受験者平均年齢 43.2歳

講習、受験時の様⼦



2019年4⽉予定 表現技術検定第2弾
「表現技術検定（まちづくり）」

●基礎編︓
まちづくりに関係する⾏政担当者や住⺠などで、特にICTに対する関⼼がなくても、
なんとなく知っているかもしれない⽤語を中⼼に話題と出題例を提供。

●ITCを活⽤したまちづくりファシリテーション︓
まちづくり分野におけるファシリテーションの意義や⼼得を踏まえた上で、ファシリ
テーションにICTを活⽤する利点や留意点を紹介。

●実践事例紹介︓
まちづくり分野のファシリテーションにおいてVR等の利⽤推進が期待されるジャン
ルでの実践事例を紹介。

VR技術を活⽤したまちづくりを担う⼈材の育成を⽬的。

講習・試験監修︓
福⽥ 知弘 ⽒（⼤阪⼤学⼤学院 ⼯学研究科 准教授）
家⼊ ⿓太 ⽒（建設ITジャーナリスト）



設立趣旨

本協会は、以下を支援することを目的に設立されます。

• 最先端表現技術の調査研究

• 最先端表現技術を利活用したコンテンツ開発支援

本協会は、以下を通して社会へ貢献します。

• 最先端表現技術の技術開発者の人材育成

• 最先端表現技術利用者（クリエイター等を含む）の人材育成

• そのほか新たな表現技術の活用を通した社会貢献

本協会は、以下を通して産業と文化の融合を図ります。

• 最先端表現技術の活用に意欲のある会員同士のマッチング

• 最先端表現技術の活用に必要な分野を超えた企画提案



表技協の活動概要（抜粋）
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協会情報

• 2014年12月設立

• 代表理事 伊藤裕二氏

株式会社フォーラムエイト代表取締役社長

• 会長 長谷川章氏（デジタルアーチスト）

2018年 8月1日着任

• 2018年11月1日現在

• 法人会員6社、個人会員75名



表技協の活動



表技協の紹介：入会のご案内
法人会員（120,000円） 個人会員（6,000円） 情報会員（3,000円）

HP
会員リストにリンク掲載 ○ ○ -

ニュースに情報掲載 ○ ○ -

メールニュース

会員メーリングリストへの
登録

○ ○

会員に対する情報告知 ○ ○ -

セミナー
聴講のみ 3人/年無料 1人/年無料 初回無料

講演 3回/年 1回/年 -

コンサルティング
人材、機材のマッチング ○ ○ -

アドバイス 3回/年無料 1回/年無料 -

設備・機材
提供可能 ○ ○ -

使用可能（会員価格） ○ ○ -

部会活動への参加・立ち上げ提案 ○ ○ -




